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論文内容要旨

 渦巻銀河は大別して中心の楕円成分(バルジ)と薄い円盤成分(ディスク)から構成される.、理論で

 は,バルジはディスクに先立って形成され以後受動的に進化したとする説と,バーによるガスの中心へ

 の落一ト'や衛星銀河の落下によって永続的に形成されたとする説がある。前者の説によれば,バルジの星

 は楕円銀河と同様に一様に古く,後者の説によれば,バルジにも比較的若い星が存在することになる。

 どちらの説が現実により適合するかを観測的に調べるために,渦巻銀河をバルジとディスクに分離し,

 それぞれの色と質量光度比を求めて銀河形成進化モデルと比較し年齢を推定するという方法がある。特

 に質量光度比は,色に比べてダストの吸収や金属量の影響が少ないため,明るさに重みのかかった平均

 的な年齢を調べるのに適している。しかし従来,銀河の質量光度比を求めるのに用いられてきた中性水

 素や電離水素の回転山線はバルジ付近で検出されにくいため,バルジの質量光度比は正しく求められて

 いなかった。そこで本研究ではバルジの質量光度比を精度良く求めるために,バルジ付近で検1」.1が容易

 な一酸化炭素輝線の回転曲線を用いる。一酸化炭素輝線の回転曲線を用いてバルジの質量光度比を求め

 るのは本研究が初めてである。

 サンプルはSab型からSd型までの28個の近傍渦巻銀河である。論文から引用した一酸化炭素輝線の回転

 日ll線と,アーカイブから取得した玩五∫バンドの画像データを解析する。画像データは2次元的にS6rsic

 法則のバルジと指数法則のディスクのモデルにフィットされる。次にその表面輝度パラメータを用いて,

 最大ディスク法の仮定のもとに回転曲線データがバルジとディスクの寄与に分離される。分離の精度は

 モンテカルロ法シミュレーションによって調べられ,約半数の銀河についてバルジの質量光度比が±30%

 以内の精度で得られることが示される。

 解析の結果,バルジ,ディスク共に・一般に観測値はScaloの初期質量関数と指数関数的に星形成率が減

 衰するモデルと比較的よい一致が得られる。・一般にバルジの質量光度比はディスクのそれよりも高く,

 従って古い星の割合がより多いが,その質量光度比の値の分散も大きい傾向があることが示される。す

 なわち,比較的質量光度比の小さなバルジも存在する一、また,バルジの質量光度比はハッブルタイプま

 たはバルジ対全光度比と相関があることが明らかにされる。両対数スケールにおけるバルジの質量光度

 比とバルジ対合光度比の間の相関係数は一〇.75であり,帰無仮説は1%水準で棄却される。すなわち,Sab

 型からScd型の範囲でバルジの質量光度比は早期型ほど小さいことが明らかとなる。一方ディスクのそれ

 はタイプとの相関は特に見られない。また,バルジとディスクの問の表面輝度,全光度,またスケール

 長に相関があることや,色等級関係の分散がノくきいこと《)確かめられる。

 以上の相関は,少なくともSab型からScd型の範囲では.バルジがディスクと無関係に形成されたので
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 はないことを示唆する。また,バルジがより明るく一つの銀河の中で大きな割合を占めるほど,その年

 齢は若くなり,ディスクの年齢に近づくことを示している、,従って本研究の結果は,バルジの永続的進

 化モデルに観測面から新たな証拠を与えるものである。
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 論文審査の結果の要旨

 論文審査の結果の要旨は以下のようにまとめられる。

 渦巻銀河は大別して中心の楕円成分(バルジ)と薄い円盤成分(ディスク)から構成される。理論で

 は,バルジはディスクに先立って形成され以後受動的に進化したとする説と,バーや衛星銀河の落下に

 よって永続的に形成されたとする説がある。どちらの説が現実により適合するかを観測的に調べるため

 に,渦巻銀河をバルジとディスクに分離し,それぞれの色と質量光度比を求めて銀河進化モデルと比較

 し年齢を推定するという'方法がある。本研究ではバルジの質量光度比を精度良く求めるために,バルジ

 付近で検出が容易な一酸化炭素輝線の回転曲線を用いた。サンプルはSぬ型からSd型までの28個の近傍

 渦巻銀河で,論文から引用した回転曲線と,アーカイブから取得したV,1,Jバンドの画像データを解析

 した。画像データは2次元的にSersic法則のバルジと指数法則のディスクのモデルにフィッ1・され,その

 表而輝度パラメータを用いて,最大ディスク法の仮定のもとに回転山線データがバルジとディスクの寄

 与に分離された。分離の精度はモンテカルロ法シミュレーションによって調べられ,約半数の銀河につ

 いてバルジの質量光度比が±30%以内の精度で得られた。

 解析の結果,バルジ,ディスク共に一般に観測値はScaloの初期質量関数と指数関数的に星形成率が減

 衰するモデルと比較的よい一致が得られた。・一般にバルジの質量光度比はディスクのそれよりも高く,

 従って古い星の割合がより多いが,その質量光度比の値の分散も大きい傾向があった。バルジの質量光

 度比はハッブルタイプまたはバルジ対全光度比と相関があり,分散はこの相関に起因していた。すなわ

 ち,Sab型からScd型の範囲でバルジは早期型ほど若いことが分かった。一方ディスクのそれはタイプと

 の相関は特に見られなかった。また,バルジとディスクの問の光度やスケール長の相関があることや,

 色等級関係の分散が大きいことも確かめられた。以上の相関は,バルジがディスクと無関係に形成され

 たのではないことを示唆し,またバルジがより明るく一つの銀河の中で大きな割合を占めるほどその年

 齢はディスクのそれに近づくことを示している。

 以.しの論文の内容は,自立して研究活動を行うに必要な高度の研究能力と学識を有することを示して

 いる。従って,吉野彰提出の博士論文は,博士(理学)の学位論文として合格と認める。
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